








　眼瞼下垂,眼球運動障害は,種々の神経・筋疾患に伴って現われ,その病因も

雑多である.最近われわれは反覆する上記症状を主訴に未院し既知のいずれと

も断定し難い症例において,その生検筋内に異常な結晶構造物を有する希有な

症例を経験した.ここで本症例の多彩な臨症所見並びにその骨格筋病変につき

報告し,疾患の位置づけに言及する.


